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ご使用前にこの説明書をよくお読みの上、正しい使い方でお使いください。
この度はイトーキ製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。この説明書は製品の使い方と、ご使用上の注意を記載しています。
お読みになった後も大切に保管しわからない時にご再読ください。

YES-C型 取扱説明書

※一般家庭での使用を想定した社内品質基準に合格しています。（オフィス家具製品ではありません）

■お客様相談センター　　0120-164177https://ps.itoki.jp
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クロス フォーカスチェア  コ ン パ ク ト
一般社団法人日本オフィス家具協会（JOIFA）

肘・キャスター

５

中古品、第三者からの譲渡品・転売品の故障または破損
異常な環境下（高温・多湿など）でのご使用や保管による故障または破損

リ

ヌ

〒103-6113
東京都中央区日本橋2-5-1
日本橋高島屋三井ビルディング

１　　安全上の注意事項

２　使用上の注意

３　お手入れ・点検 長くお使いいただくために下記項目をお守りください。

製品を安全に正しくお使いいただくために、必ずお守りください。

※製品の廃棄について
　不要となった製品の廃棄は、法令によりお客様が適切に処理する責任があります。ご不明な点はご相談ください。

殺虫剤などを吹きつけないでくだ
さい。変色の原因になります。

手ではたくか電気掃除機でほこり
を吸いとってください。

お手入れは柔らかい布で乾拭きし
てください。シンナー、ベンジンや
化学ぞうきんなどは使用しないで
ください。変色・変質の原因になり
ます。



背もたれ

ベース

ガスシリンダー
シリンダーカバー

座面

座上下調節
レバー

キャスター

ヘッドレスト

ランバー
クッション

ハンドル

肘掛け

①キャスター ×５

②ベース ×１

③ガスシリンダー ×１

④シリンダーカバー ×１

⑤座メカ ×１

⑥座面 ×１

⑦背もたれ ×１

■座面の高さ調節 ■ロッキングの固定

■背もたれの角度調節 ■肘の高さ調節

■ロッキングの強弱調節

⑧肘掛け
　（左右） ×１

⑨背サイドカバー
　（左右） ×１

⑩座サイドカバー
　（左右） ×１

⑪ランバークッション ×１

⑫ヘッドレスト ×１

⑬ネジ（M8×L20／ワッシャ付）
　×１６

⑭ネジ（M5×L10） ×４

⑮ワッシャ ×４

⑯ネジ穴キャップ ×４

⑰六角レンチ ×１

部品番号：77000301

部品番号：77000574

部品番号：77000302

部品番号：77000578

部品番号：77000304

部品番号：77000296

部品番号：77000431

部品番号：77000575

部品番号：77000405

部品番号（R）：77000576
部品番号（L）：77000577

部品番号（R）：77000318
部品番号（L）：77000319

部品番号（R）：77000320
部品番号（L）：77000319

４　各部の名称と同梱部品

５　組み立て方法 ※組み立て作業は必ず二人以上で行ってください。 ６　操作方法

各部の名称 同梱部品

※⑩を先に取り付けてから⑨を取り付けてください。
※⑪ランバークッションは、ベルトを背もたれの
　下部と上部の穴に通してください。

背もたれ・ヘッドレスト・ランバークッ
ションについているファスナーは開
けないでください。ファスナーは製
造上必要なもので、開けると元通り
に戻らないことがあります。その場
合は保証対象外となりますので、ご
注意ください。

座面右下のレバーを椅子本体の中心方向に
押し込むとロッキングが固定されます。逆方
向にレバーを戻すと固定が解除されます。

座面下のノブを時計回りに回転すると、ロッキン
グが固くなります。逆方向にノブを回転すると、
ロッキングがゆるくなります。

必ず座面中央に腰掛け、座面右下のレバーを上方向に
上げると座面が下がります。同様にレバーを上方向に
上げながら腰を浮かせると座面が上がります。希望の
高さになったらレバーを話します。

必ず座面に腰掛け、背もたれに軽く背中を当てながら
座面右横のハンドルを上方向に引くと背もたれが倒れ
ます。希望の角度になったらハンドルを元の位置まで押
し込んでください。

ハンドル操作をする際に手や指を挟まないように注意
してください。挟んでけがをすることがあります。

ハンドルを元の位置まで押しこまずに背もたれに体重
をかけると、背もたれが倒れてしまいます。

背もたれに背中を当てずにハンドル操作を行うと、
勢いよく背もたれが起き上がりけがをすることが
あります。必ず背中を当てながらハンドル操作をし
てください。

背もたれに上半身の体重をかけたままハンドル操
作を行うと、勢いよく背もたれが倒れてけがをす
ることがあります。ハンドル操作を行う際は背もた
れに軽く背をあてて行ってください。

肘の外側にあるスイッチを上方向に上げながら肘
を上下させると高さが変わります。スイッチを離す
と固定されます。
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